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１-１Cytobank とは 

シングルセルデータ解析のためのクラウドプラットフォームのソフトウェアです。 

非常に高いセキュリティのクラウド上に、データや解析結果、関連ファイルを保存および一元管理することが
できます。 

フローサイトメトリーのハイパラメータデータやその他シングルセルデータを、機械学習アルゴリズムをベースに
した高次元解析ツールで簡単に解析することができます。 

データや解析を世界中の共同研究者と、ハイセキュリティなクラウド上で安全にシェアすることができます。 

 

１-２必要要件 

・ウェブブラウザ（Firefox, Chrome, Safari。最新バージョン推奨） 

・E-mail アドレス 

・インターネット（通信速度 50 MBPS download/ 10 Mbps upload 以上推奨） 

 Speedtest.netにて速度環境を調べることができます。 

 

※Internet Explorer には対応しておりません。 

※ブラウザの動作するデバイスであれば端末のスペックは要求しませんが、操作性からパソコンでの使用を
おすすめします。 

※複数のブラウザやデバイスから重複してログインするとサーバーセキュリティが不審者からのアクセスと判断
し、アカウントを一時停止することがあります。 

 

１-３データセキュリティ 

Cytobank上のデータは完全に安全な状態で保存されています。データと解析は暗号化され、定期的
にバックアップされています。 

セキュリティの詳細について記載された文書が必要な方はお気軽にお問合せください。 

 

１-４クリニカルデータの保存についての注意点 

Cytobankは研究用途のみにお使いいただけ、診断にはご使用になれません。 

クリニカルデータをアップロードする際には、匿名化する必要があります。 

21 CFR Part 11 には対応しておりません。 
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１-５アカウント・ライセンス 

Cytobankへのアクセスレベルは２つのレベルになっており、レベル１はアカウントアクセス、レベル２はサブ
スクリプションアクセスです。アカウントアクセスレベルでは閲覧とエクスポートのみが可能、サブスクリプション
アクセスではデータのアップロードや解析等すべての機能が可能です。アクセスレベルを上げるためには、トラ
イアル/Enterprise/Premium のいずれかのライセンスが必要となります。 

 

１-５-１購入ライセンスの種類 

Enterprise と Premiumの２種類のライセンスがあります。 

Enterprise 

- 独立した専用サーバー+ライセンス（10 ライセンス以上） 

- サーバー内アカウント数は制限なしで、管理者権限によるライセンス管理（ライセンスの移動）が可
能 

- デフォルトデータ容量は 5 TB/サーバー 

- データ共有は同一サーバー内のみで、他のサーバー（Premium Cytobank含む）とは共有・ア
クセスできません。 

- ラボ / 企業単位向け 

 

Premium 

- Premium Cytobank サーバー内のアカウント単位ライセンス 

- 最小単位︓アカデミア １ライセンス、企業 ５ライセンス 

- デフォルトデータ容量は 500 GB/アカウント 

- Premium Cytobank内アカウントでのデータ共有が可能（Enterprise アカウントとは不可） 

 

１-５-２ライセンス終了後 

Enterpriseではサーバー内でライセンスが移動しただけですので、アカウントアクセスはデータ・解析結果
とともにサーバー内に維持されます。 

Premiumではライセンス終了後 90日間はアカウントとデータ・解析結果は維持されますが、複数回の
メール通知の後、データは削除されます。 

 

１-５-３アカウントアクセスレベル（ライセンスなし）でできること 

サブスクリプションアクセスレベルの時に作成した Illustrationsや figure を表示したり、生データやアーカ
イブファイル（.acs）をダウンロードしたりすることができます。データを追加したり、解析したりすることはで
きません。 
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１-５-４アカウントのデータ容量 

Enterpriseでは契約時に購入したサーバーの容量（デフォルト 5 TB）を全アカウントで共有します。 

Premiumでは 500 GB/アカウントです。 

容量が不足しそうな場合、容量のみの追加購入も可能ですのでお気軽にお問合せください。 
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２-１アカウント作成 

下記サイトでアカウントを作成します。自動的に 30日間の Cytobank premium トライアル（すべて
の機能を使用可能）が開始されます。 

https://premium.cytobank.org/cytobank/signup 

※Enterpriseではご所属のサーバーでのアカウント作成が必要となりますので、ご施設の管理者にお問
合せください。 

下記の通り必要事項を記入・選択し、I agree to…の 2 カ所にチェックを入れて Resister ボタンをクリ
ックしてください。 

※全ての項目を記入・選択しないと Resisterボタンがアクティブにならないのでご注意ください。 
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２-２ログイン画面（Experiment Manager） 

２-２-１ログイン方法 

アカウント作成後は、下記 URL または Googleで Cytobank と検索し、Cytobank ウェブサイトの左
上 Login＞Premiumからログインページに入ることができます。 

Premium Cytobank︓https://premium.cytobank.org/ 

アカウント登録した User name または Email と Password を入力し、Login ボタンを押します。 

パスワードを忘れた場合は Login ボタン下の Forget password をクリックしてガイドに従います。 

 

２-２-２Experiment Manager 

メール管理ソフトのような構成で、アクセスできる Experiment の管理をすることができます。 

閲覧可能な Experimentには、作成したものの他に、共有しているものや公開されているものも含まれ
ます。 
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データ容量の消費は Experiment作成者のアカウントに帰属します。 

新規にデータ解析を行いたい場合は、                 をクリックし、新規 Experiment作
成を開始します（2－3.参照）。 

以前作成した Experimentでの解析を続けたい場合は、Experiments一覧より、解析する
Experiment を選択し、解析を続けることができます。 
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２-３Experiment の新規作成・データアップロード 

新規の解析を行う場合は、データセットごとに Experiment を作成します。 

① Experiment Manager左上の                 をクリックします。 

② Experiment Name、Purpose を入力して（その他は任意）、Create Experiment ボタ
ン（２項目入力するとアクティブになる）を押します。 

③ Add Filesボタンをクリックし、アップロードファイルを選択するか、アップロードしたいファイルを直接 

枠の中へドラッグ&ドロップします。 

※データセットのサイズが大きい場合は Zip圧縮し、枠上部の Upload File Using a Zip 

file ボタンからもアップロードでき、時間を短縮することができます。 

④ ファイルを選択後、Upload files をクリックするとアップロードが開始します。 

⑤ アップロードが完了すると自動的に Experiment画面に切り替わります。 
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２-４Experiment 画面 

Experiment画面では、上部に Experiment名と機能ツールが用意されています。 

機能ツール一覧 

- Action︓Experimentサマリーへのアクセスや複製、各種 Import/Export機能 

- Illustration︓作図機能 

- Sample Tags︓サンプルタグ管理 

- Advanced Analysis︓高度な解析ツール（クリックすると以下が表示され選択できます） 

 SPADE︓SPADE解析機能 

 viSNE︓viSNE解析機能 

 CITRUS︓CITRUS解析機能 

 FlowSOM︓FlowSOM解析機能 

- Gating ︓ゲート作成機能 

- Scales︓スケール設定 

- Comps︓コンペンセーション設定 

- Sharing, Project︓Experiment の共有機能 
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２-５Actions: 

Experimentサマリーの表示や、複製、データの Export/Importなどを行うことができます。 

 

２-５-１View Summary 

Experiment の詳細情報、関連する Experiment との相関、各種解析結果、fcs ファイル以外のファ
イル、fcs ファイル情報などすべての情報がまとめられています。 

・ Notes: Experiment の目的やコメントを記載できます（編集可） 

・ Linked experiments︓関連する Experiment との相関図が表示されます。クリッ
クするとその Experiment へ移動できます。下図 Linked experiments例は
Demo test という Experiment のデータセットで FlowSOM、SPADE、viSNE の解
析を行い、viSNE解析結果を複製（クローン）したときです。 
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・ Illustrations︓作成中の図と保存された図のリスト 

・ Clones︓その Experiment の複製が作成された場合、リストで表示されます。 

・ 各種 Analyses︓SPADE、viSNE、FlowSOM、CITRUS で実行したものがリストと
して表示されます。 

・ Attachments︓Attach a File ボタンで fcs以外のファイルを添付できます。
Word、Excel、PowerPointはもちろん、顕微鏡の画像ファイルや Kaluzaや
FlowJo の作業ファイルなど関連するファイルを添付し、まとめて管理できます。 

・ Protocols︓実験のプロトコルファイルをファイルアップロード、URL、手入力から選択し
て添付できます。 

・ FCS Files︓Experiment にインポートされている fcs ファイルの情報 

 

※fcs ファイルの詳細について 

- 各ファイル名の後ろにある         をクリックすると、その fcs ファイルに記載されている詳細情
報（Keyword、Laser Information, Channel Information等）を確認することが出来ま
す。 

- インポートした fcs ファイルはセキュリティの観点から、削除できない仕様になっています。特定のファイ
ルを除いた Experiment にしたい場合は、2-5-2Cloneで除きたいファイル以外のファイルのみを
含む Experiment を複製することが可能です。 

 

２-５-２Clone 

Experiment を複製することが出来ます。 

Experiment を共有した後に複製することで元の Experiment を上書きすることなく、共有者も再解
析することができるようになります。 

 

① Clone ボタンをクリックします。Create Clone of Experiment ウィンドウが表示されます。 

② Experiment name︓に複製した Experiment名を入力します。デフォルトでは元の名前＋
（Clone）となります。 

③ Sharing︓で共有アクセスを選択できます。 

 Clone individual user access︓元の Experiment を共有した共有者に、Clone した
Experiment へのフルアクセスも可とします。 

 Clone project membership︓Project（Experiment をまとめたもの）内のメンバー
のアクセス権限が Clone にも反映される設定です。デフォルトではチェックが入っています。 
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 Link to originating experiment︓チェックを入れると作成した Cloneは元の
Experiment に紐づけられます。デフォルトでチェックが入っています。 

④ Clone options︓で Clone に含める内容をすべてまたは個別に選択できます。 

 Select all︓すべて 

 Clone gates︓ゲート 

 Clone compensation︓コンペンセーション 

 Clone sample tag︓サンプルタグ 

 Clone file panels︓マーカーパネルファイル 

 Clone illustrations:保存した illustrations 

 Clone attachments and protocols︓添付ファイルとプロトコル 

 Clone reagents︓蛍光色素情報 
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※gate と compensationなど、一緒である必要がある項目は、Cytobankが自動で組み
合わせます。 

⑤ FCS files to clone︓Clone に含めるファイルを選択することができます。Select files…ボタン
で選択するか、下のリストでファイルを選択します。 

 

２-５-３ Split Files by population 

Experiment内の全ゲートポピュレーション（populations）と Ungated を別の fcs ファイルとして新
規 Experimentにエクスポートします。特定のゲートポピュレーションのみを各々別の fcs ファイルにしたい
場合は、2-5-6 Export＞Export Events（from working illustration）を参照ください。 

 

２-５-４ Edit linked parent 

任意の Experiment を関連する Experiment（親）としてリンク付けしたり、解除したりすることができ
ます。リンク付けされると Summary画面の Linked experiments の相関図に親 Experiment とし
て表示されます。 

 

２-５-５ Import 

Experiment に他の Experiment からや FCS ファイルの追加インポートができます。 

 

・ Import Illustrations︓他の Experimentで保存済みの Illustrations の追加 

・ Upload More Files︓FCS ファイルの追加 

・ Upload Sample Tags︓サンプルタグの追加 

・ Upload Gates from Gating-ML︓Gating-ML ファイルの追加 
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２-５-６ Export 

Experimentや illustrations の情報を Export できます。 

 

・ Export Statistics︓統計計算結果の出力 

① Actionsの Export Statistics Tool をクリックします。 

② 新規に作成する場合は Define or new を選択します。テンプレートを呼び出す場合は Load 

a saved template リストから選択します。 

③ （必要な場合）Export Options を開きファイルの設定をします。 

- Filename︓ファイル名 

- Orientation one FCS file per: FCS ファイルを項目として行（Column）と列
（Row）のどちらに配置するかを選択します。 

- Compensation︓どのコンペンセーションを適用するかを選択します。 
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- FCS Files to include︓出力対象のファイルを選択します。Experiment にインポートさ
れている File typeが設定されているファイルから、出力するファイルの種類を以下のパター
ンで選択できます。 

 サンプルファイルのみ（Only experimental files） 

 サンプルとコントロールファイル（Experimental and other control files） 

 サンプルとコンペンセーション単染色ファイル（Experimental and compensation 

files） 

 サンプルとコントロールとコンペンセーションファイル 

- Delimiter type︓出力ファイル形式の選択 

- Append time stamp to filename︓ファイル名にタイムスタンプを入れます。 

- Include descriptive file header︓ファイルのヘッダーを含めます。 

- Include GatingML file with archive︓アーカイブと GatingML ファイルを含めます。 

④ Define what to exportで、統計計算、アノテーション情報、追加するファイルキーワードから
選択します。 

⑤ 統計計算を選択するとメニューが現れ、以下の順番に対象を指定していきます。 

- Pick a statistic type︓使用する計算 

- Pick a population︓対象の細胞集団 

- Pick a channel︓使用するチャネル(複数選択可) 

- Enter column header name, separated by comma:指定された対象がコンマ区切
りで表示されます。項目名を変更することができます。 

⑥ Add columnボタンを押すと Column defined の表に追加できます。左の×ボタンで表から削
除できます。 

⑦ Export statistics file ボタンでエクスポートを開始します。 

⑧ Export complete画面に切り替わりましたら zip フォルダをダウンロードします。作成された zip

は Experiment Summary に Exported Files として保存もされます。 
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・ Export Experiment to ACS︓ACS ファイル形式（Experimentに含まれるすべての情報を
まとめた形式）での保存ができます。情報量が多く出力に時間がかかるため、ファイル出力終了後に
メールにて連絡が入ります。 

・ Export Sample Tags︓サンプルタグ情報を出力します。 

・ Export Gating-ML︓ゲート情報を出力します。 

・ Download Files︓Experiment内の fcs ファイルや Attachment ファイルをダウンロードしま
す。 

・ Export Tables of Statistics︓Working Illustration に表示している統計表を出力します。 

・ Export Events︓Working Illustration で選択しているゲートポピュレーションの細胞（イベン
ト）を出力します。fcs形式と Text形式が選択でき、Text形式を選択した場合は Select 

channelsでファイルに記載するチャネルを選択することが可能です。 

 

２-５-７Reset 

Experiment を初期化します。 

 

２-５-８Delete 

Experiment を削除します。 
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２-６スケール調整 

メニューバーの Scalesで、スケール調整を行うことができます。 

 

 

２-６-１スケールの種類 

以下の３種類が選択できます。 

- リニア 

- Log 

- Arcsinh︓Biexponential, logicle, hyperlog等と同じく 0近傍がリニア、それ以降が
Log のハイブリッドなスケールの表示形式で、パラメーターArgumentは０近傍のリニア幅を調
整するパラメーターです。 

 

２-６-２スケール調整画面 

- 表の Type、Arg.、Minimum、Maximum の各項目をクリックすると、選択または数値入力
で変更することができます。 
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２-７ゲーティング 

メニューバーの Gatingボタンで、ゲーティング画面へ移動します。 

 

 

２-７-１ゲーティング画面の各機能 

 

表示するグラフのタイプの変更 X軸、Y軸のパラメータの選択 

ゲートの形を選択 

作成したゲートを
Experiment に適用 

作成したゲート
一覧 

選択しているゲートの 
・Name︓名前の変更 
・Delete︓削除 
・Gate Mode︓ゲートの適用範囲（Global=すべての
ファイル、Tailored＝特定のファイルや親集団のみ） 
・Check Gates︓全ファイルの一括表示 

表示するサンプル
ファイルの選択 

表示する細胞集団の選択 

コンペンセーション選択 
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２-７-２ゲーティング後のスケール調整/コンペンセーション修正 

Cytobankではゲーティング後にスケールの変更やコンペンセーション修正、チャネルの変更を行うとそのゲ
ートは隠れゲートとなります。これはデータの改ざんを防ぐための機能です。 

隠れゲートとなったものはゲーティング画面のゲートリストに「元の名前（H）」と(H)が付きます。スケール・
コンペンセーション・チャネルをオリジナルに戻すと（H）は解除されます。 

 

２-７-３ゲーティングポピュレーションの階層の確認と編集 

Cytobankではゲートを作成すると同時に同名のポピュレーションを作成し、作成されたポピュレーションは
ポピュレーションとして扱います。ゲート内容（位置やサイズの変更など）とポピュレーションは連動します
が、ゲート自体を削除してもポピュレーションは残ります。 

- ゲーティング画面下部の Population tree タブを開くと、ポピュレーションツリーを表示します。ここ
ではポピュレーションの階層構造とその値を確認することができます。 

- 隣の Population Manager タブを開くと Gate と Population の表が表示されます。ここでは
各ポピュレーションがどのゲートの ANDなのかをチェックを入れることで設定できます。ポピュレーショ
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ンをゲートと別設定できるため、ポピュレーションを追加したりコピーしたりすることで Boolean

（AND）やバックゲートのポピュレーションを作成することもできます。 

 

２-７-４Sunburst表示 

Population Sunburst タブを開くとポピュレーション階層と統計情報を多重円グラフで表示します。 

- オーバーカーソルでそのポピュレーションの数値情報を表示することができます。 

- ポピュレーションをクリックすると、そのポピュレーションを 360°で表し、下層の構成比率を感覚的に
把握しやすくします。 

- 上位層を 360°にしたい場合は左上のバーをクリックします。 
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２-８サンプルタグ 

サンプルファイルの背景（疾患状態や投与化合物、タイムポイント）の情報をサンプルタグとして付加する
ことができます。 

 

２-８-１サンプルタグのつけ方 

① メニューバーの Sample Tags を開き、Conditions、Doses、Timepoints、Individuals（疾
患状態など）、Sample Type（サンプル、コントロール、コンペンセーション単染色ファイルなど）の
付加したい項目をクリックします。 

② Add 項目名欄に設定したい条件（例タイムポイントの場合、経過時間など）をコンマ区切りで入
力します。 

③ 各条件枠が作成されますので、該当するファイルをドラッグ＆ドロップまたはMove file toで移動し
て分類します。※入力した条件名とファイル名が部分一致すると自動で振り分けられます。 
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２-９Figure作成（Illustrations） 

Cytobankでは単体のグラフを作成して並べるのではなく、Experiment内のデータセットを項目によっ
てまとめて配置表示する仕様になっています。ゲーティングやコンペンセーションは先に済ませておきます。 

メニューバーの Illustrationsで画面を表示します。 

 

 

２-９-１ 手順の概要 

Illustrationsは３ステップで構成されています。 

ステップ１）Figure Dimensions で Figure に使用する項目を選択し、各項目で表示対象を指定し
ます。 

ステップ２）プロットの表示を設定します。 

ステップ３）Update Illustration ボタンを押し、レイアウトを調整します。 

 

２-９-２ ステップ１）Figure Dimensionsで Figure に使用する項目を選択し、各項目で表
示対象を指定 

① Figure Dimensions の項目バーから、Figure に使用する項目を選択します。 

② 選択した項目のボックスがバー下部に現れます。 

③ 各ボックスの下部にある Column、Rows、Table1が Figure のレイアウトになるので、表示
したいレイアウトになるようにドラッグ＆ドロップで項目を移動します。 

Figure の Columns、Rows、（Table）
を下のようなレイアウトに設定 

Figure に使用する項目を選択 
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④ 各ボックスの Choose をクリックします。 

⑤ データセット内のボックス項目の候補（例︓populationsボックスの場合、Gatingで作成し
たゲートポピュレーションがすべてリストに表示される）から、プロット表示したいものを選択しチェ
ックを入れて Doneボタンを押します。 

※右上のボックスでフィルタリング、All/Noneボタンで全候補選択/解除ができます。 

※ を上下に移動させることで、並び順を変更できます。 

 

２-９-３ステップ２）プロットの表示を設定 

画面左側のパネルで Figureの表示設定ができます。 

（１） プロットの種類の設定（下図例:density plot） 

（２） Y軸パラメータの設定(例︓すべてのプロットで Y軸は FSC) 

（３） X軸パラメータの設定（例︓Panel/Channel values＝ステップ１で設定した項目・対
象に依存して表示） 

（４） 統計計算式の設定（例︓X軸に設定したパラメータのmedian） 

（５） 比較に使用する式とコントロールの設定（例︓Transformed ratio＝プロット X軸のス
ケール設定に合わせた Fold changeで、コントロールとして各列の最初の数値を使用） 

 

２-９-４ステップ３）Update Illustration ボタンを押し、レイアウトを調整 

変更は画面上部の Update illustration ボタンを押すまで反映されませんの
で、ボタンを押して実行してください。 

表示された Figureが望んでいるものと異なっていた場合は、設定を変更して Update Illustration ボ
タンを押してください。 
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２-１０共有・プロジェクト・権限 

Cytobankのデータや Experimentは他のユーザーと安全に共有することができます。Experiment を
まとめたプロジェクトには、共有メンバーに権限付けもできます。 

※共有できるユーザーは同一サーバーのユーザーに限ります。Premium Cytobankユーザー同士共有
できます。Enterprise Cytobank ユーザーは同じ Enterpriseサーバー内のみの共有となります。異な
る Cytobank へデータ移行されたい場合はご相談ください。 

 

２-１０-１データセキュリティについて 

Cytobankはデータの守秘義務、プライバシー、セキュリティに責任を持ちます。Cytobank へアップロー
ドされたデータは基本的にはアップロードしたアカウントでのみ閲覧・操作可能です。他のアカウントとの共
有には以下の操作によるいずれかの許可が必要となります。 

 

２-１０-２Experimentの共有 

① 共有したい Experiment を開きメニューバー右の Sharing Private をクリックします。 

② Experiment Sharingの Share with a Userボックスに共有者の Cytobank ユーザー名ま
たは登録 Email アドレスを入力します。 

③ 候補リストが表示されるので、選択します。 

④ 共有者はフルアクセスとなります。アカウント容量は所有者に帰属し、共有者の容量は消費しませ
ん。 

※共有者が再解析する場合は、そのまま行うと上書きになってしまうため、Clone を作成して別にする
ことをおすすめします。 

 

２-１０-３アクセス権限を付加した共有ができるプロジェクトの作成と管理 

① Experiment リストでプロジェクトにまとめたい（１つでも可）Experiment にチェックをいれ、上
部の Projectsから New を選択します。 

② プロジェクト名を入力します。 

③ 必要であれば Description を記入します。 

④ Sharing levelでフルアクセス以外のプロジェクトの共有者（メンバー）の illustrations への制
限を選択します。 

- View Only︓保存された illustrations の閲覧のみ 

- Illustrations︓フルアクセス以外のユーザーも illustrations を作成可能 

⑤ Cloning level で他のユーザーが Clone を作成するときの制限を選択します。 

- Disable︓メンバーの Cloneの作成と生データのダウンロードを許可しません。 

- Clone Files Only︓生データ以外（解析結果など）のダウンロードや Clone作成は許
可しません。生データのみの Clone とダウンロードは可。 
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３Advanced analyses（高次元データ解析） 
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３-１viSNE 

３-１-１viSNE とは 

ハイパラメータなデータセットからなる多次元情報を t-Distributed Stochastic Neighbor 

Embedding (t-SNE) と呼ばれる次元圧縮アルゴリズムを用いて２次元に可視化する手法です。類
似性の高い細胞イベントが tSNE1 vs tSNE2 の２次元プロット上で近い位置に配置されるようになる
ため、これまでのマニュアルゲーティングとは異なるアプローチでのサブポピュレーション解析や比較か可能と
なります。 

 

３-１-２軸スケールの調整（前処理） 

viSNE では演算中にゼロ（０）が発生した場合にエラーとなるため、Log スケールでのインプットができ
ない仕様となっています。ほとんどの FCM機器からの fcs ファイルでは、Cytobank インポート時に自動
でスケールを Arcsinh に変換するようになっていますが、最初に viSNE を行う時には変換されているかを
ご確認ください。 

① メニューバー右の Scales をクリックします。 

② Experiment Scales画面で蛍光チャネルのパラメータの Scale が Arcsinh になっているかをご
確認ください。 

GOOD 

NOT GOOD 



Cytobank簡易マニュアル v.1.001 20200407 

③ 各チャネル名をクリックして左にヒストグラム表示します。 

④ 必要な場合、Arg.（＝０近傍のリニア表示幅のパラメータ）やmin. 、max.の数値を変更
し、ヒストグラムの左のピークが 10^0付近にくるようにします。 

目安値︓フローサイトメトリーArg.150以上、マスサイトメトリーArg.5 

⑤ すべての蛍光チャネル（解析に使用する）について調整をします。 

 

３-１-３ゲーティングによる解析対象の絞り込み（前処理） 

死細胞やダブレットが含まれていると解析に影響するため、viSNE を始める前にゲーティングで除いておき
ます。また、特定の細胞集団内を解析対象としたい場合は、ゲーティングしておきます。 

 

３-１-４viSNE設定・実行 

① メニューバー ＞Advanced analyses >viSNE ＞New viSNE analysis を選択します。 

② New viSNE analysis name:に名前を入力します。 

③ viSNE設定画面に切り替わります。 

④ Populations で viSNEへインプットする対象の細胞集団を指定します。 

⑤ ファイルを指定する画面が表示されるので、ファイルを選択します。 

⑥ 複数の細胞集団を対象とする場合は、同様にして細胞集団とファイルを指定します。 

⑦ Event samplingでサンプリング方法を選択します。Desired total eventsはインプットする
細胞数を表示します。60－1300000である必要があります。 

- Proportional:各ファイルの細胞数の違いの比を反映してサンプリングする細胞数を決めま
す。 

- Equal︓各ファイルの細胞数の違いは無視してサンプリングする細胞数を決めます。 

ViSNE解析名の編集 

解析対象となる細胞集団（ゲート名）を選択 

ファイルを選択するウィンドウが現れるので、チェックを入れてファイ
ルも選択 

データのサンプリング方法の選択 
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